
線形システム論演習 (第３回目)

学科・類：　　　　　学籍番号：　　　　　　　名前：　　　　　　　　　　　 [コピー]

授業中に配布した用紙でない場合は，「コピー」と右上に大きく書くこと。
用紙が足りないときは，裏面を使ってよい。

次に示す行列Aについて，次の問いに答えよ。
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(
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1. Aの固有値 λ1, λ2と，対応する固有ベクトル u1,u2を求めよ。ただし，λ1 < λ2と
する。

2. (2, 2)-行列 P = (u1, u2)に対して，P−1AP を求めよ。

3. 次式で定義される eAを求めよ。

eA =
∞∑
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∣∣∣∣∣ = (λ− 4)(λ− 8.5)− 3 · 3 = λ2 − 12.5λ+ 25 = (λ− 2.5)(λ− 10)

従って，固有値は λ1 = 2.5，λ2 = 10となる。
u1 = (x1, x2)

T とおく。(
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の解の 1つとして，u1 = (2, 1)T をとる。同様に，(
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の解の 1つとして，u1 = (−1, 2)T をとる。
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となり，
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となる。3.
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